(1)



(D respect for persons

autonomy——



@) nonmaleficence

®) beneficence



(4) justice









1999.2.11.

(58)

3

11



/709

29

31



211

156

10

50



33

21

13

24

20

33

22

50






14 12 13



2000.6.1.
2000.6.26.
2000.9.22.

2000.12.27.

1
2001.5.30.
2001.8.30.

2001.12.3.

1 4500

(27)

38

(30)

(26)

12 17






/709

29

31









715






415



5/ 3 30






49

(1640)

(1646)

(1644,45
(1647,48)

(1655

)

1632































































14 9 26 120



2000 1

2002 8

2002 9



	総合教養科目Ⅲ（医学概論）医療と法律と生命倫理(1)
	生命倫理の４原則
	生命倫理の４原則
	生命倫理の４原則
	生命倫理原則と法原則
	適法な行為と３種類の法的責任
	３種類の法的責任の具体例
	民事責任＝損害賠償責任（不法行為責任）
	刑事責任
	刑事責任
	行政上の制裁――医師の場合
	医道審議会医道分科会（平成14年12月13日 ）医師及び歯科医師に対する行政処分の考え方について
	３種類の法的責任の具体例
	適法な行為と３種類の法的責任
	損害賠償責任の成立要件（不法行為責任）
	過　　　失
	因　果　関　係
	使用者責任
	損害賠償責任の成立要件（債務不履行責任）
	損害賠償責任の成立要件（債務不履行責任）
	注意義務の基準
	注意義務の基準
	平成８年１月２３日最高裁判決
	平成８年１月２３日最高裁判決
	平成８年１月２３日最高裁判決
	平成８年１月２３日最高裁判決
	平成８年１月２３日最高裁判決
	インフォームド・コンセント
	インフォームド・コンセントの理念と機能
	インフォームド・コンセントの成立要素
	同意能力の必要性
	同意能力の前提となるもの
	未成年者の同意能力
	インフォームド・コンセントの要件の適用免除事由
	どのような危険を説明するか
	最高裁平成１３年１１月２７日判決
	最高裁平成１３年１１月２７日判決
	参　考　書

